
有無を確認する際にご使用ください。

ご使用方法

⑤検知が終了したら電源マークボタンを押して終了して下さい。

注意事項

0～40℃の環境でご使用ください。

水素の爆発下限界(4%vol)を絶対に超えない環境でご使用ください。（10%LEL以下推奨）

安全弁や樹脂チューブからは微量の水素が常に漏れるため先端部を密着させると反応します。

廉価提供のため本機には保証がありませんのでご周知ください。

水素検知器マニュアル

本機は携帯型水素検知器です。水素の漏洩を検知し安全を確認する場合や、水素の吐出の

④水素を検知するとレベルメーターの色が変わり、設定した場合はアラームも鳴ります。

適宜、単4電池2本を交換してください。

製品紹介

②待っている間にもう一方のボタンを押してアラームを設定します。（初期設定はアラーム有です）

①電源マークボタンを押して1分待ちます。

③1分経過しアラームが鳴ったら、先端部を水素吐出部に近付けるなどして検知を開始してください。

＊水素吐出部に対して常に同じ位置に先端部を近付け、検知するまでの時間を比較することで、

　再充填の時期を知ることができます。通常より検知に時間がかかるようになったら再充填時期です。

　インヘーラープロの場合、吸入を開始してから数分待って、吐出が安定してから検知することが重要です。

　吸入直後はスロースタートにより本来の吐出量に達していない場合があります。


